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(1) 白金錯体を触媒とする 2 ークロロアリルアセテートと種々の求核剤との反応について述べ、アリル中心炭素上で
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の求核置換反応を素過程に含む新しい型の反応であることを示しているo
(2) (1)で述べた触媒反応に関して、アリル基質として、 3 ークロロー 1 、 3 ージエンモノエポキシドにも適用可能で
あることを明らかにしている。
(3) 白金およびノfラジウム錯体を触媒とする、アリル基質と炭素求核剤と酸素求核剤の反応で、 2 種の異なる求核剤
をアリル中心炭素、末端炭素へ位置選択的に導入できることを明らかにしているo
以上のように、本論文は選移金属錯体を触媒とする、 π ーアリル錯体のアリル中心炭素上で、の求核置換反応につい
て述べたものである。これらの成果は、有機合成反応、の一つの手法として有用であるものと考えられ、広く有機合成
化学や有機金属化学の分野に対して貢献するところが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認めるD
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